新小教科「地理総合」で地球的課題はどう教えればよいのか　－新学習指導要領の「大観し理解する」の考察ー by 西岡 尚也
．はじめに
年 月から全国の高等学校で新しく 地理総合 地理探求 が誕生する ）。高校に
おける地理分野としては、 年ぶりの新小教科の誕生であり、しかも 地理総合 は必修科
目となる ）。高等学校で地理は必修科目から 年間除外（ 年 月 年 月）され
てきた。しかし国際化する現在、世界的に見ても高校で地理が必修科目でない国は極め少な
く、いうなれば日本は 地理教育の途上国 であったが、長かった 地理教育の氷河期
が、ようやく終焉を迎えることとなった。
この地理総合に関しては、従来地理教育を軽視しがちであった日本地理学会でも、 新ビ
ジョン（中期目標） で第 の柱に 地理教育の振興 をあげ、 高校地理必修化に対して当










西 岡 尚 也
．はじめに
．なぜ今、地理分野必修化に大きな意義があるのか
．学習指導要領の （現行）地理 と （新）地理総合 の比較
．宇宙からの視点と地理教育教材の可能性
．まとめ 今後の課題
）高校では 年から、 地理総合 と、選択科目 地理探求 の 小教科が新設されるが、ここでは必
修科目となる地理総合に焦点を当てて考察する。
） 年 月 年 月までの 年間を意味する。この間には一部の高校では 選択科目の地理 が存
在したしたものの、 年代以後に高校生であった成人（ 歳代後半以下の年齢）では、約 ％の社会人
（国民）が高校時代に地理を学ばなかった、地図帳にもふれなかったことになる（西岡 、 頁）。
小稿では地理教育のテーマ（単元）の中から、現代社会において最も緊急となっている










とりわけ 年 月富山県立高岡南高校から発覚した、高校世界史を中心とする 必修科
目未履修問題 は、全国の公立・私立高校 校（ 人 全国高校 年生の ％）に拡
大した（産経新聞 年 月 日記事）。当時全国の高校数は 校であるので、 校は
実に ％を巻き込む大きな社会問題 ）になった（西岡 ）。この時にも 地理を学ばな
い生徒に世界史を教えるのは困難である という現場の声があった。高校社会科で地理分野
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の卒業が 超法規的 に認められた（西岡 ）。だれもこの責任を取らなかったし、何のために必修科
目を学ぶのかという議論はされなかった。
新小教科 地理総合 で地球的課題はどう教えればよいのか（西岡）
．学習指導要領の （現行）地理 と （新）地理総合 の比較
（現行）地理 の目標にみる 地球規模の課題 の表記
地球規模の課題にかかわる、現行の高等学校学習指導要領では地理 においては表 のよ
うな項目があげられている（表 下線は筆者が追加）。これを読めば、地理 では、地球
規模の課題について、 環境、 資源・エネルギー、 人口、 食料及び住居・都市問
題、の つに着目し地球的及び地域的視野からとらえること、としている。また地球的課題
は 地域を越えた課題 であるとともに 地域によって現れ方が異なる ことを理解させる
ことが大切であるとしている。
そしてこれらの課題解決には 持続可能な社会 の実現をめざした 各国の取り組み や
国際協力 が必要であることを考察させる、としている。
（新）地理総合 の目標にみる 地球規模の課題 の表記
表 は新教科 地理総合 の高等学校学習指導要領（ 年 月告示）からの抜粋である
（下線は筆者が追加）。
表 現行の指導要領にみる、地理 地球規模の課題の地理的考察 の表記





（出典 文部科学省 年 月初判、 年 月改訂判発行、 頁）












（出典 文部科学省 年 月告示の高等学校学習指導要領、 より。 閲覧）
一見してわかることは、字数は増えたものの基本的な内容には、地理 と大きな変化は
見られない。地理総合でも地球的課題について、 地球環境問題、 資源エネルギー問題、
人口・食料問題、 居住・都市問題、の つに分類している点は、地理 と基本的には同
じである。
さらに地理総合には、これらの地球的課題解決に 持続可能な社会づくりに必須となる地
球規模の諸課題や地域諸課題を解決する力をはぐくむ科目（碓井 、 頁） として大き
な期待が寄せられている。
しかしながら地理 にも同様な期待はあったはずである。その証拠に現行学習指導要領地










の理解には 地球全体（平面でなく球体）認識 トータルな地球認識 が必要であると主
張してきた（西岡 ）。
これまでの地理学・地理教育では 地域区分 ） にこだわり、その地域を部分的に考察・
理解することに固執してきた。しかしながら地球的課題・地球規模の課題は、 トータルな
地球認識 球体としての地球全体を、全人類が共通認識・理解しなければ議論が進まない
のである。これは 宇宙船地球号 や ガイア に通じる空間認識である（ ラブロック
）。
そして地理総合の学習指導要領 地球的課題と国際協力 で、新たに加えられた 大観し
理解する という目標は、従来の地理学・地理教育の手法であった、地球表面を 地域区
分 し、部分的に考察する 地理的なものの見方・考え方 とは大きく異なる概念・視点で
ある。すなわち 大観 は、文字通り解釈すれば、 大きく観察する 大きくとらえる の




これと似た地理用語としては鳥瞰図や俯瞰図で使用されてきた 鳥瞰 俯瞰 がある。
これは文字通りの意味として、鳥の視点で上空または高所から 地表を見下ろして描いた地
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この 俯瞰 に関しては、安倍晋三首相が 地球儀を俯瞰する外交 （首相官邸・特集
ページ）を、 ）で公表している。しかしこれは地理学・地理教育の概念からは大きな誤
りである。なぜなら地球儀は 地球を俯瞰して作成されたもの 教材（地理教材）であ
る。すでに 俯瞰された地球儀 を俯瞰することには意味がない。できれば 地球を俯瞰す
る外交 に修正する方が良い。もしくは今回の新しい学習指導要領にしたがって、 地球を
大観する外交 にしてもらえば、地理総合の 大観 にも結びつき今後の地理教育のために
も大歓迎である。
























象）学習 を、どれだけ積み重ねても 全体（トータルな地球像）認識 には至らないので
） 地球儀を俯瞰する外交










る。国籍別ではアメリカ合衆国 人、ロシア（旧ソ連含む） 人、その他 人で、日本
人は 人である（ ドレイク、 ）。これは人類史的には 世紀の大航海時代（地理
上の発見時代）に匹敵すると考えられる。当時の航海者や探検家の報告が、人々の 世界
（空間）認識 を拡大したのと同じ意義が宇宙経験者の報告にも期待される。




大きく転換する 学習効果 が感想には多くみられた。また問 では、 ％が 宇宙から
地球を考える学習や、宇宙飛行士の言葉の学習は世界平和・環境問題を考えるときに役立
つ と答えている（資料 ． ）。これらは将来、地理総合における 大観し理解する の
教材として有効な手法であると考えられる。
《資料 》アンケート （ 年前期 講義 地理学 にて 月 、 日に実施、 人回答）
《資料 》アンケートの結果 （グラフに集計、問 ． ． ）
《資料 》アンケートの回答 （問 ．アンケート回答の抜粋）
《資料 》アンケートの回答 （問 ．アンケート回答の抜粋）
．まとめ 今後の課題
本稿では、 年 月から高校地理分野で、 年ぶりに必修科目となる地理総合について
期待を込めて考察した。しかし考察といっても 新教科書 や 新地図帳 を検討すること
は、できない段階である。したがって新旧学習指導要領の目標の表記を、詳細に比較する手
大阪商業大学教職課程研究紀要 第 巻 第 号（通号 号）
）宇宙からの写真 映像に関しては、 の 、および （国際宇宙ステーション）関連の
を紹介し、その写真や画像を抜粋し教室での教材として使用した。
）宇宙飛行士の言葉は、過去の宇宙体験者が発した言葉を つのテーマに分類し、合計 人分の言葉から
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新小教科 地理総合 で地球的課題はどう教えればよいのか（西岡）
《資料 》アンケート（回答 人） 地理学 受講者 実施
《資料 》アンケートの回答 問 （抜粋）
大阪商業大学教職課程研究紀要 第 巻 第 号（通号 号）
新小教科 地理総合 で地球的課題はどう教えればよいのか（西岡）
《資料 》アンケートの回答 問 （抜粋）
法での考察である。しかしその結果、地球的課題を 大観し理解する という新たな視点が
盛り込まれていることが確認できた。
私はこの 大観 の視点は、これまでの地理教育になかった 世界観 地球観 を、新
たに人類にもたらすと期待している。なぜなら地球規模の課題を理解し考察していくには従
来の地理教育が目標にした 世界地図や地球儀で物事を把握する手法 （従来の）地理
的なものの見方・考え方 だけでは不十分である。これを補うのが 大観 の概念であると
考えられる。そしてこの 大観 のめざす世界認識は、国境・国家（国益）を越えた 地球





同一性である（西岡 、 頁）。 などは 大観し理解する ことの実体験そのものだとい
える。






















大阪商業大学教職課程研究紀要 第 巻 第 号（通号 号）
新小教科 地理総合 で地球的課題はどう教えればよいのか（西岡）
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